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開催時期・日時
4月24日（金）榊・浅内・東地区
4月27日（月）桧山・鶴形・東・東雲地区
4月28日（火）東雲・常盤地区
4月30日（木）二ツ井・響・富根地区
　　　　　　　矢坂・粕毛・小比内・米田地区
5月 1 日（金）富根・種梅地区
　　　　　　　真土・藤琴本郷・院内岱地区
　　　　　　　大沢・金沢・真名子・中通地区

苗の適正管理に向けて苗代巡回を実施します。

作稲
気象変動に対応した育苗管理の徹底を！
１．浸種と催芽のポイント
①浸種の水温・水量に注意
　種子消毒・浸種は屋内で行い、お湯で水温が 15℃になるように調整します。水温が 10～15℃を確保
できるように、消毒・浸種の開始は早くとも４月上旬からとします。
　種子籾を籾袋に入れる際は、一袋当たり４～５㎏を目処とし、浸種水温は 10～15℃、浸種水量は
種子１kgに水 3.5㍑（50㎏あたり 175㍑）となるように努めます（水温が低いと発芽ムラや種子消毒
の効果低下を生じます）。
　複数の品種、消毒方法の異なる種子を同じ容器で浸種・催芽しないでください。
②水の交換は適切に
　浸種開始後から２日間は水を交換したり、種子袋を動かしたりしないで
ください（この間に種子が消毒されます）。その後は、酸素供給と有害物質
除去を目的に２～３回程度水交換をします。浸種終了の目安は、籾殻を透
かして胚が白く見えるようになる頃です。
③催芽の前には必ず湯通し
　催芽は芽の長さを揃えるために必要な作業です。袋内部の種子まで均一
な温度になるよう、36～40℃の温水で必ず湯通しを行います。催芽温度は
30～32℃で、芽の長さはハト胸程度とします。（図─１）。
２．出芽と育苗期間の温度管理
①水管理
　適正な出芽長を確保したら、持ち上がりの覆土は一旦乾燥させてからか
ん水で落とします。露出した種子には覆土をします。
　かん水は、ハウス内の温度と外気温の差が小さい時間帯（早朝）とし、回
数は少なく一回の量を多くします。夕方・夜間や日照が少ない低温の日には、
かん水を避けましょう。
②目標温度管理
　播種から出芽までは約 30℃、出芽揃いまで
は20～30℃を目標に保温に努めます。ただし、
ハウス内の温度が上がりすぎる場合は、被覆
資材除去前でも通風管理で温度を下げます。
　昼間の換気は十分に行い、昼間と夜間の温
度差は 20℃以下とし、急激な温度変化で発生
が助長される「ムレ苗」対策に備えましょう。
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図－１　催芽の程度
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　組合員の方からの相談や管理指導のため、
苗代巡回を実施します。
「豊作の手始めは、まず苗づくり」からなので、
きめ細やかな管理で健苗育成に努めましょう。

※各地区における集落ごとの巡回時間・集合
場所については、外務で配られます資料を参
照してください。

牡羊座（3・21〜 4・19）　のんびりできそう。ハイキングやガーデニングなど、自然に親しむ好機です。趣味仲間との交流も、良い刺激に
今月のあなたの運勢（2015年５月）
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